
新
た
に
佐
賀
県
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
！

小
城
を
代
表
す
る
夏
祭
り
で
あ
る
「
小
城
祇
園
の
山
挽
行
事
」
と
、
小
城
で

最
古
級
の
寺
院
に
伝
わ
る
古
文
書
「
圓
通
寺
文
書
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
県
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
と
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

横町区の浮立奉納勢揃いした上町・中町・下町区のヤマ

「これより圓通寺」
と書かれた標柱の
説明に聞き入る
参加者の皆さん

文化課（桜城館 ２階）　☎73・8809問

「歴
テ
ク
！

　
～
小
城
の
歴
史
を

　
　
テ
ク
テ
ク
お
散
歩
～
」

　
５
月
17
日
㈰
、佐
賀
県
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、指

定
書
の
伝
達
と
文
化
財
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、南
里
市
長
か
ら
小
城

町
山
鉾
保
存
会
様
、圓
通
寺
様
に
指
定

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、指

定
に
携
わ
っ
た
佐
賀
県
文
化
課
文
化

財
保
護
・
活
用
室
の
職
員
よ
り
、今
回

の
指
定
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
文
化
財
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
い
、20
人
が
参
加
さ
れ
、佐
賀

県
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
た
２
件
に

関
連
す
る
場
所
を
巡
り
ま
し
た
。

小
城
祇
園
の
山
挽
行
事

　「
お
ぎ
お
ん
さ
ん
」で
親
し
ま
れ
る

須
賀
神
社
の
夏
の
祇
園
会
で
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。正
和
５（
１
３
１
６
）年
に

千
葉
か
ら
小
城
へ
移
り
住
ん
だ
千
葉
胤

貞
が
始
め
た
と
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
行
事
は
、前
夜
に
横
町
の
浮
立

奉
納
か
ら
始
ま
り
、当
日
は
上
町
、中

町
、下
町
の
三
町
の
ヤ
マ
が
下
町
交
差

点
か
ら
須
賀
神
社
へ
と
巡
行
し
ま
す
。

　
小
城
藩
の
記
録
な
ど
に
よ
り
歴
史
的

背
景
が
明
確
で
あ
る
こ
と
、旧
佐
賀
藩

領
で
山
挽
行
事
が
現
在
ま
で
継
承
さ
れ

て
い
る
例
は
佐
賀
県
内
で
は
少
な
く
、

貴
重
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、指
定

を
受
け
ま
し
た
。

ち
ば

さ
だ

た
ね

佐
賀
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

を
開
催
し
ま
し
た

圓
通
寺
文
書

　
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
を
中
心

に
書
か
れ
た
古
文
書
13
点
か
ら
な
り

ま
す
。

　
圓
通
寺
は
、鎌
倉
時
代
に
小
城
の
領

主
で
あ
っ
た
千
葉
宗
胤
か
ら
も
土
地
の

寄
進
を
受
け
る
な
ど
、手
厚
い
保
護
を

受
け
て
い
ま
す
。ま
た
、朝
廷
か
ら
圓
通

寺
の
土
地
所
有
を
認
め
た
内
容
の
古
文

書
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。圓
通
寺
文
書
は
、

当
時
の
小
城
周
辺
の

様
子
や
社
会
を
知
る

う
え
で
貴
重
な
資
料

で
す
。

▲千葉宗胤寺領寄進状

佐
賀
県
重
要
文
化
財む

ね
た
ね

おぎおんさん

開催

令和8年

25土7
月 日 26日

日
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